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1. 背景と目的 
	 スマートフォンやタブレット端末の普及に

ともない，データを分析する手段としてタッチ

インタフェースを使用する機会が増えること

が予想される．従来の PCのマウス操作とは異
なり，スマートフォンやタブレット端末では複

数の指を使ったマルチタッチ操作を活用する

ことが効果的だと考えられる． 
	 そこで本研究では，マルチタッチ操作を利用

したデータ可視化の過去の研究事例を参考に

して，スマートフォンやタブレット端末での利

用に適したマルチタッチ操作を考察し，それに

対応したアプリケーションの開発を行う．これ

により，ユーザがタブレット端末を使ってデー

タを分析するための効率的なインタフェース

の実現する． 
 
2. 関連研究  
	 Kinetica[1]とよばれるソフトウェアでは，
画面に表示された複数のデータに対してマル

チタッチによるさまざまな操作によって，デー

タを分析することができる．ユーザは画面上の

タッチ操作で半透明のフィルターをデータ群

の上で滑らせることで，条件に適合するデータ

のみを分離させることができる． 
昨年度の卒業研究[2]では，Android のアプ
リのアクセス権限を可視化し，タッチとスワイ

プのシングルタッチで操作できるソフトウェ

アが開発された．アクセス権限の数に応じてア

プリのアイコンの大きさを変えることで，アプ

リごとに付与されている危険なアクセス権限

の数を一目で把握できるようになっている．	

	

3. 本研究の提案	
本研究では，昨年度の卒業研究を引き継ぎ，

タブレット端末の画面に可視化されたデータ

を，マルチタッチを用いて操作するアプリケー

ションを開発した．これによって，ユーザがタ

ブレット端末でデータ分析を行う際の操作性

を向上させることを目指した． 
 

4. Androidパーミッションの取得 
本研究では，昨年度の卒業研究と同様に，

Android 端末内のアプリのアクセス権限を可
視化した．アプリのアクセス権限は，図 1のよ
うに開発者がアプリのマニフェスト内に記述

したパーミッションにより設定する[3]．これ
により，アプリが端末に悪影響を及ぼす可能性

のある機能を利用することができる．本研究で

は，このパーミッションを取得するために，

Android APIの PacageInfo,	 PermissionInfo 
クラスをプログラムにインポートし，同様に，

アプリ名やアイコン画像などの情報を取得す

るために PackageManager, Activity, Context
等のクラスをインポートした．	

	

5. アプリーケーションの構成 
本研究で開発したアプリには，初期画面とマ

ルチタッチ操作により遷移する 2 画面を加え
た計 3段階の画面が存在する．初期画面の状態
では，Android端末内にインストールされてい
るアプリとそれらに含まれるアクセス権限が

全て表示されており，端末にインストールされ

ているアプリとそれらに付与されているアク

セス権限を把握することができる．本アプリの

タッチジェスチャーの認識には，Ketaiライブ
ラリと ScaleGestureDetectorクラスを用いた．	

図 1 パーミッションの記述例 



6. 操作方法 
本研究で開発したアプリは，ユーザがアプリ

のアイコンをタッチすると，選択したアプリに

付与されたアクセス権限を画面の右側部分に

表示する(図 2)．		
	 初期画面の状態において，2本指でピンチア
ウト操作すると,アイコンを縦 5列に表示する
2 段階時の画面に遷移する（図 3）．この 2 段
階時の画面では，表示されるアイコンの数が減

りアクセス権限の文字が大きく表示される．	

さらに続けてピンチアウト操作を行うと,縦

1 列にアイコン表示する 3 段階時の画面に遷
移する(図 4)．この 3段階時の画面では，アイ
コンとそれに付与されたアクセス権限がより

大きく表示されるため，アプリに付与された 1
つ 1 つのアクセス権限を把握することができ
る． 
これらの画面において，表示されていないア

プリのアイコンやアクセス権限は，画面をスク

ロール操作することで表示させることができ

る．これらの操作及び画面遷移により,表示す

る画面が広くないタブレット端末での，より効

果的な情報把握を可能にした．	

	 また，図 4 の画面の状態から 2 本の指でピ
ンチイン操作をすることで，図 3の画面に戻す

ことができ，さらにピンチイン操作をすること

で，図 2の初期画面に戻すことができる． 
 
7. まとめと課題	
本研究では, ユーザがタブレット端末でデ
ータ分析を行う際の操作性を向上させるため

に，昨年の卒業研究にマルチタッチの操作を実

装した．2本指を使ったマルチタッチ操作によ
り可視化されたデータの操作が簡単化され，ユ

ーザの操作性を向上できたと考える．	

しかしながら，現在，実装しているマルチタ

ッチの操作方法が少ない．さらに多くの操作方

法を実装することで，よりユーザの操作性が向

上すると考える．	
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図 2	 アプリの初期画面 図 3  2段階時の画面	  図 4  3段階時の画面 


